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自己紹介
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Ⅰ

1996年4月 読売新聞東京本社入社
→横浜支局に赴任
・神奈川県警（サツ回り）
・スポーツ
⾧野五輪（1998年）
高校野球（横浜高校・松坂世代）
サッカ－・ワールドカップ（2002年）

2002年 生活部

2012年 メディア局 ウェブサイトの運用

2019年 社⾧室紡ぐプロジェクト事務局
2022年 事業局



「紡ぐプロジェクト」とは
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Ⅰ

2018年11月29日に報道発表



「紡ぐプロジェクト」は、皇室ゆかりの美術工芸品や国宝・重要文化財をはじめ、伝統芸能、伝統工
芸など、日本が世界に誇る「美」とその「技」を未来へ継承し、国内外へ発信していくために、文化
庁、宮内庁、読売新聞社が連携・協力して2018年から取り組んでいる事業です。
特別展の開催、文化財修理への助成、新聞紙面やウェブサイトでの情報発信といった一連の事業で、
「保存・修理・公開」のサイクルを回します。

「保存・修理・公開」のサイクルで日本の美と技を未来へ継承します

◇特別展の開催
◇公式サイトやＳＮＳによる

情報発信

◇文化財の修理助成
◇修理助成事業を通じた文化財の保存継
承
◇デジタル技術を用いた歴史的価値の解
説 保 存
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Ⅰ 「紡ぐプロジェクト」とは

公 開

修 理



「紡ぐプロジェクト」とは

「紡ぐプロジェクト」の課題
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Ⅱ

Ⅰ

Ⅲ

本日の流れ

「紡ぐプロジェクト」の現状



【保存・修理】修理費用を助成します
修理助成事業は「紡ぐプロジェクト」の協賛金や展覧会収益の一部をもと
に、美術工芸品の修理を助成するもので、所蔵者から申請のあった中から
、有識者による選考委員会で助成対象を決定しています。
2026年度は、新たに宮城、福岡、高知から申請があり、「瑞巌寺本堂 墨
絵の間障壁画」（瑞巌寺蔵）、「不空羂索観音立像」（観世音寺蔵）、「
大威徳明王像」ほか12件（竹林寺蔵）など計7件への助成が決まりました
。
いずれも劣化が進んでおり、絵画や文書は折れや剥落などが目立っていま
す。状況を調査し、修理方法を検討したうえで、短いものは１年、作品に
よっては最⾧5年まで助成します。助成対象は累計で57件となりました。

【国宝】扇面法華経冊子
平安時代 大阪・四天王寺蔵
※「紡ぐプロジェクト」一部修理終了作品
※2025年4月「日本国宝展」出展

修理事業の一例 2019年度から3か年の修理を終えた国宝「普賢菩薩像」（東京国立博物館蔵）

※2025年度「日本国宝展」で展示。26年「南都仏画」にも出品されます
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Ⅱ 「紡ぐプロジェクト」の現状



【保存・修理】これまでの修理助成事業（2019年度・８件）
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【国宝】阿弥陀二十五菩薩
来迎図（早来迎）
京都・知恩院蔵
修理完了

☆【国宝】普賢菩薩像 東京・東京国立博物館蔵 修理完了 ★【重要文化財】観音菩薩／梵天／
帝釈天立像（二間観音）
京都・教王護国寺（東寺）蔵 修理完了

★【重要文化財】執金剛神立像・深沙大将立像像内納入品 和歌山・金剛峯寺蔵
修理完了

【国宝】直刀／黒漆平文太刀拵
茨城・鹿嶋神宮蔵 修理完了

★【重要文化財】刺繍菊鍾馗図陣羽織 東京・前田育徳会蔵
修理完了

【重要文化財】正親町天皇宸翰御消息 京都・大雲院蔵
修理完了

【重要文化財】道邃和尚伝道文 滋賀・延暦寺蔵 修理完了



【保存・修理】これまでの修理助成事業（2020年度・７件）
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【重要文化財】文殊菩薩像 京都・上品蓮台寺蔵 修理完了 【重要文化財】方丈障壁画 ⾧沢芦雪筆 和歌山・成就寺蔵
修理完了

☆【重要文化財】板絵神像 京都・宝積寺蔵 修理完了 【国宝】阿弥陀如来坐像（九体阿弥陀）
京都・浄瑠璃寺蔵 修理完了

【重要文化財】服飾類
（伝上杉謙信・上杉景勝所用）
山形・上杉神社蔵 修理完了

★【国宝】泉涌寺勧縁疏 京都・泉涌寺蔵 修理完了 ★【国宝】後宇多天皇宸翰弘法大師伝 京都・大覚寺蔵 修理完了



【保存・修理】これまでの修理助成事業（2021年度・６件）
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【国宝】阿弥陀聖衆来迎図 和歌山・有志八幡講蔵
修理完了

☆【重要文化財】方丈障壁画 ⾧沢芦雪筆
和歌山・成就寺蔵 修理完了（新たな面の修理を継続助成）

☆【重要文化財】蓮池図 伊藤若冲筆
大阪・西福寺蔵 修理完了

★【重要文化財】如意輪観音坐像／阿弥陀如来坐像／金剛薩埵坐
像
京都・随心院蔵 修理完了

【重要文化財】智証大師坐像
京都・若王寺蔵 修理完了

【重要文化財】三千院円融蔵典籍文書類 京都・三千院蔵
助成対象の修理完了



【保存・修理】これまでの修理助成事業（2022年度・６件）
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【重要文化財】東妙寺文書
佐賀・東妙寺蔵 修理完了

【重要文化財】山水図襖 ⾧谷川等伯筆
京都・隣華院蔵 修理完了（新たな面の修理を継続助成）

【重要文化財】⾧命寺文書
滋賀・⾧命寺蔵 修理完了

☆【国宝】絵因果経
京都・上品蓮台寺蔵 修理完了

★【重要文化財】毘沙門天立像
京都・乙訓寺蔵 修理完了

【国宝】扇面法華経
大阪・四天王寺蔵



【保存・修理】これまでの修理助成事業（2023年度・７件）
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【国宝】智証大師関係文書典籍
滋賀・園城寺（三井寺）蔵 助成対象の修理完了

【国宝】薬師如来坐像 奈良・新薬師寺蔵 修理完了

【重要文化財】薬師如来坐像
京都・六道珍皇寺蔵 修理完了

【重要文化財】障壁画 円山応挙、⾧沢芦雪筆
和歌山・草堂寺蔵

【重要文化財】仏涅槃図
岡山・遍明院蔵 修理完了

【重要文化財】八瀬童子関係資料
京都・八瀬童子会蔵

【重要文化財】
十一面観音立像 院範、院雲作
京都・宝積寺蔵 修理完了



【保存・修理】これまでの修理助成事業（2024年度・９件）
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【国宝】弥勒仏坐像 運慶作
奈良・興福寺蔵 修理完了

【重要文化財】八相涅槃図
福井・劔神社蔵

【国宝】宋版太平御覧
京都・東福寺蔵

★【国宝】金峯山経塚出土紺紙金字経
奈良・金峯山寺蔵 修理完了

【重要文化財】満済像、義賢像、義堯像、義演像、覚定像
京都・醍醐寺蔵

【重要文化財】厨子入普賢菩薩像
京都・岩船寺蔵 修理完了

【国宝】聖徳太子及天台高僧像
兵庫・一乗寺蔵

【重要文化財】聖徳太子勝鬘経講讃図
三重・西来寺蔵

【重要文化財】山水図 伊藤若冲筆
大阪・西福寺蔵 修理完了



【保存・修理】これまでの修理助成事業（2025年度・７件）
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【重要文化財】釈迦三尊像
愛知・林泉寺蔵

【重要文化財】石山寺多宝塔柱絵
滋賀・石山寺蔵

【重要文化財】蘭亭曲水図 京都・随心院蔵
★【国宝】地蔵菩薩立像 京都・大報恩寺蔵 修理完了

【重要文化財】不動明王坐像
石川・法住寺蔵 修理完了

【国宝】八大童子立像
【重要文化財】不動明王坐像
和歌山・金剛峯寺蔵

【重要文化財】如意輪観音坐像
京都・平等寺蔵 修理完了



【保存・修理】これまでの修理助成事業（2026年度・７件）
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【重要文化財】梅竹蒔絵鞍
茨城・鹿島神宮蔵

【重要文化財】瑞巌寺本堂墨絵の間障壁画
宮城・瑞巌寺蔵

【重要文化財】薬師如来坐像 京都・高田寺蔵

【重要文化財】不空羂索観音立像 福岡・観世音寺蔵

【重要文化財】方丈障壁画（⾧沢芦雪筆）
和歌山・成就寺蔵

【重要文化財】大威徳明王ほか12件
高知・竹林寺蔵

【重要文化財】山水図襖（伝⾧谷川等伯筆）
京都・隣華院蔵



【公開】これまでの展覧会事業

プロジェクト開始以来、24の特別展を延べ30会場で実施しています （2026年7月現在）

15「特別展 御即位30年記念 両陛下と文化交流━日本美を伝える━」をご覧になる
天皇皇后両陛下（上皇上皇后陛下）



【公開】これまでの展覧会事業
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特別展「桃山―天下人の100年―」
会場の様子

特別展「聖林寺十一面観音三輪山信仰のみほとけ」
の特別内覧会の様子



【公開】これまでの展覧会事業
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「日本美術をひも解く ― 皇室、美の玉手箱」では、伊藤若冲の動植綵絵10幅を一堂に展示



【公開】これまでの展覧会事業
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特別展「東福寺」では、東京国立博物館の特別展としては3年ぶりとなる開会式が行われた 紡ぐプロジェクト・助成事業対象となった、“国宝第1号”の「普賢菩薩像」が
100年ぶりの修理を終え、展示された



【公開】これまでの展覧会事業
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紡ぐプロジェクト・助成事業対象となった、“国宝第1号”の「普賢菩薩像」が
100年ぶりの修理を終え、展示された

創建1200年記念 特別展「神護寺ー空海と真言密教のはじまりー」の内覧会の様子 大阪・関西万博開催記念大阪市立美術館リニューアル記念特別展「日本国宝展」会場内の様子



【公開】これまでの展覧会事業

20特別展「運慶 祈りの空間―興福寺北円堂」 30万人を突破し記念セレモニーを実施しました 特別展「百万石!加賀前田家」報道内覧会ではアンバサダーの撮影会を実施しました



【公開】読売新聞紙面での情報発信

有形・無形を問わず、日本の美の継承に関する情報を大々的に掲載・発信しています

月１回（原則第1日曜）、全国版朝刊にて４ページ・オールカラーの大型特集を掲載しています。
紡ぐプロジェクトの展覧会情報や修理の作業リポートなどを中心に、伝統工芸や伝統芸能の担い手たちへの
取材を通して、伝統文化の魅力や技の奥深さだけでなく、継承の課題なども伝えています。フロントページ
には協賛社のロゴを掲出しています。

2025年5月は開催中の大阪・関西万博と文化財の関わりについてタイムリーに紹介しました
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コンセプトは「美と技の継承」

紡ぐプロジェクトの修理事業のリポートや、皇室に伝わる名品の紹介のほか、歌舞伎や文楽などの伝
統芸能も掲載しています。

【公開】読売新聞紙面での情報発信



「TSUMUGU : Japan Art 
& Culture」は、紡ぐプロ
ジェクト特別紙面で掲載し
た記事を中心に、デジタル
でも情報発信できるよう運
用しています。
特別展サイトへの入り口に
もなっています。

https://tsumugu.yomiuri.co.jp/

https://tsumugu.yomiuri.co.jp/gallery/

「TSUMUGU Gallery」は、日本が誇る絵画
や仏像、彫刻、書などの名品を高画質の美し
いデジタル画像で紹介するスペシャルコンテ
ンツです。ユーザーの思いのままに隅々まで
拡大可能な新しい鑑賞スタイルを提供してい
ます。

月間PV:337,329
（2025年度平均）

ユーザー
男性:44％ 女性:56％

日本の名品を高精細画像で紹介するコーナー
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【公開】公式サイト「TSUMUGU：Japan Art & Culture」

デジタルでも情報発信



「紡ぐプロジェクト」とは

「紡ぐプロジェクト」の課題
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「紡ぐプロジェクト」の現状



■自治体の偏り
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【修理】助成先をどう広げるか

■継続事業の増加
障壁画や書籍・典籍類は、複数の面や数千冊にもおよぶ冊子類を順に修理していく必要があり、多くの費用
を要します。助成も途中で打ち切ることが難しく、新規の案件を採択することとのバランスをどのようにと
っていくか…が課題となりつつあります。



展覧会を開催するには、作品の輸送、会場の施工・展示造作、ポスターやチラシ類、図録の制作、会場内の
監視、広報宣伝など様々な業務があり、それぞれに費用がかかります。物価高騰、人件費上昇の影響は展覧
会にも及んでおり、さらに「展示ケースの制作に欠かせないアクリルが手に入らない」といった、資材確保
への不安の声も聞かれるようになりました。
紡ぐプロジェクトでは、特別展の収益の一部を修理に充てるとしていますが、コロナ禍以降も助成費を増や
していける状況には至っていません。

■展覧会開催費用の増加
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【修理】助成費の上積みは…？
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雑誌「美術の窓」
ランキング 2023.10～2024.9
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◆モネや印象派は大人気！
◆2024年より25年の入場者
数が増加傾向

雑誌「美術の窓」
ランキング 2024.10～2025.9



修理を支える協賛社の存在をどう伝えていくか―は大きな課題です。
特別展のポスターやチラシへの掲出、開会式などでのご紹介、会場内でのパネル掲出などの機会を設けています
が、「紡ぐプロジェクト」の知名度を上げる取り組みをさらに工夫していく必要があります。

大学での授業など、若い世代への情報提供も推進しています。
※江戸川大学 2025年度新聞論Ⅱ 感想より

◆「今回の講義を通して、新聞社は記事を書く仕事だけでなく、展覧会などの文化事業を通じて社会に関わっていることを知った。特
に印象に残ったのは「紡ぐプロジェクト」で、文化財を展示して多くの人に見てもらうことが、結果的に修理や保存につながっている
点である。ただ守るだけでなく、公開することで「守りたい」という気持ちを広げているのだと感じた。また、文化財の修理では元の
姿に戻すのではなく、将来また修理できるようにする「可逆性」が大切にされていることも興味深かった。新聞社の文化事業は、文化
を身近にし、人々の関心を行動へとつなげる役割を持っていると思った。」

◆「新聞社は記事を通じて情報を伝えるだけでなく、文化事業を行うことで社会に貢献している存在であると感じた。「紡ぐプロジェ
クト」は、文化財を公開し、多くの人に知ってもらうことで守り継ぐ意識を広げる取り組みであり、非常に意義深いものである。日本
美術は壊れやすい素材で作られており、人の手によって支えられてきたという点から、文化財は自然に残るものではないと理解した。
展覧会やデジタル展示などの工夫によって、若い世代にも文化への関心を持たせようとしている点が印象に残った」

■情報発信の工夫
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【協賛】ブランディングにどう寄与するか

■特別な体験の提供
修理を支える協賛社に何を還元できるか―も事業継続には必要な視点です。



紡ぐプロジェクト事務局 内田淑子

2026.7.30

文化審議会文化財分科会企画調査会




